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収容定員に係る学則変更を行った大学の履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　作成担当者

（注）　１　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況報告書

　　　　　例）　○○大学（旧名称：◇◇大学（平成◇◇年度より名称変更））

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　２　認可時から大学の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に（　　）書きにて

　　　　　旧名称を記載してください。
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　　企画部
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ウメモト　ユタカ ）

梅本　裕

（平成１９年９月１０日）

（ ホソカワ　リョウイチ ） （ ヒビノ　エイコ ）

細川　涼一 日比野　英子

（平成２５年４月１日） （平成３１年４月１日）

（ ムラタ　シン ）

村田　伸

（平成３０年４月１日）

（ ホリエ　ジュン ） （ミヤザキ　ジュンヤ）

堀江　淳  宮﨑　純弥 

（平成３０年４月１日） （令和２年４月１日）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　・対象学部等が複数の場合には、それぞれ記載してください。

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

前学科主任任期満了により
選任。令和２年４月１日就
任。（２）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

前学長任期満了により選
任。平成31年４月１日就
任。（元）

　　　　ください。

学 部 長

学科長等

理 事 長

（４） 管理運営組織

　　　　京都府京都市山科区大宅山田町３４番地

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人京都橘学園

（２） 大　学　名

　　　〒６０７－８１７５

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　京都橘大学
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変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

人 年次 人 年度
人

　健康科学部
　理学療法学科 60 66 0 0 240 264 平成30

　　学士（理学療法学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

1,312 － 1,299 － 1,182 － 1,095 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

1,256 － 1,248 － 1,148 － 1,043 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

200 － 206 － 217 － 233 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

62 － 61 － 69 － 66 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、令和２年度定員変更の４年制の学科の場合ですが、変更年度・修業年限に合わせて

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、標準修業年限における入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科等、定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し、５年以上の場合には、欄を設けてください。）

修業年限
収容定員編入学定員 定員変更年度 備　考

66 66

調査対象学部等の
名称（学位） 入学定員

設 置 時 の 計 画

令和３年度

66
(　－　)

[ 　－　 ]

1.04

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

令和元年度

66
(　－　)

[ 　－　 ]

令和２年度

[ 　－　 ]

(　－　)

受験者数

志願者数

Ａ　 入学定員

Ｂ　 入学者数

　　　・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

年

[ 　－　 ]

(　－　)

4

平成３０年度

　　　・　認可後さらに定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

　　　　（入試区分ごとではありません）。

合格者数

　　　　記入してください。

0.93 1.000.92

新規入学者を
募集中

学生募集の停
止について

平均入学定員
超 過 率

　　0.97　　倍

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

　　-　　　倍
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 4
平均入学定員超過
率1.3倍以上の学
科等数

0 備　　考

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

文学部 4 240 － 960 0.94 0.99 1.00 1.00 0.98 － 昭和42

　日本語日本文学科 4 85 － 340 1.01 1.02 1.05 1.03 1.02 平成30 昭和42 定員変更(15)

　歴史学科 4 100 － 400 0.94 0.91 0.95 0.94 0.93 平成30 昭和42 定員変更(10)

　歴史遺産学科 4 55 － 220 0.83 1.10 1.00 1.09 1.00 平成30 平成9 定員変更(5)

国際英語学部 4 120 － 390 1.12 1.02 0.95 1.04 1.03 － 平成29

　国際英語学科 4 120 － 390 1.12 1.02 0.95 1.04 1.03 令和3 平成29 定員変更(30)

発達教育学部 4 140 － 560 1.06 1.04 1.00 1.02 1.03 － 平成29

　児童教育学科 4 140 － 560 1.06 1.04 1.00 1.02 1.03 － 平成29

人間発達学部 4 － － － － － － － － － 平成22

　児童教育学科 4 － － － － － － － － － 平成22
平成29年度より学生
募集停止

　英語コミュニケーション学科 4 － － － － － － － － － 平成22
平成29年度より学生
募集停止

経済学部 4 240 － 240 － － － 0.95 0.95 － 令和3

　経済学科 4 240 － 240 － － － 0.95 0.95 － 令和3

経営学部 4 260 － 260 － － － 0.93 0.93 － 令和3

　経営学科 4 260 － 260 － － － 0.93 0.93 － 令和3

工学部 4 210 － 210 － － － 1.00 1.00 － 令和3

　情報工学科 4 130 － 130 － － － 0.98 0.98 － 令和3

　建築デザイン学科 4 80 － 80 － － － 1.03 1.03 － 令和3

現代ビジネス学部 4 － － － － － － － － － 平成13

　経営学科 4 － － － － － － － － － 平成27
令和3年度より学生募
集停止

　都市環境デザイン学科 4 － － － － － － － － － 平成20
令和3年度より学生募
集停止

看護学部 4 95 － 380 1.17 0.98 1.06 1.07 1.07 － 平成17

　看護学科 4 95 － 380 1.17 0.98 1.06 1.07 1.07 － 平成17

健康科学部 4 326 － 1,304 0.96 1.02 1.00 1.06 1.01 － 平成24

　心理学科 4 90 － 360 0.92 1.01 0.92 1.16 1.00 平成30 平成24 定員変更(10)

　理学療法学科 4 66 － 264 0.93 0.92 1.04 1.00 0.97 平成30 平成24 定員変更(6)

　作業療法学科 4 40 － 160 1.12 1.02 1.15 0.97 1.06 － 平成30

２　既設大学等の状況

入学定員超過率 平均入学
定員

超過率

編入学
定　員

開設
年度

収容
定員

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

修業
年限

入学
定員

既設学部等の名称

京都橘大学
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　救急救命学科 4 50 － 200 0.96 1.24 0.98 1.04 1.05 － 平成28

　臨床検査学科 4 80 － 320 0.93 0.98 1.00 1.05 0.99 － 平成30

大学全体 4 1,631 － 4,304 － － － － － － －

　心理学科
　(通信教育課程)

4 180
3年次
180

1,080 0.52 0.84 0.84 0.93 0.78 － 平成24

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 3
平均入学定員超過
率1.3倍以上の学
科等数

1 備　　考

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

年 人 年次 人 倍

人

文学研究科

歴史文化専攻
(博士前期課程)

2 6 － 12 － － 0.16 0.83 0.49 － 平成29

歴史文化専攻
(博士後期課程)

3 2 － 6 － 0.50 0.00 1.00 0.50 － 平成29

現代ビジネス研究科

マネジメント専
攻(博士前期課
程)

2 6 － 12 － － 0.50 0.16 0.33 － 平成29

マネジメント専
攻(博士後期課
程)

3 2 － 6 － 1.00 0.50 0.50 0.66 － 平成31

文化政策学研究科

文化政策学専攻
(博士前期課程)

2 － － － － － － － － － 平成15
平成29年度より学生
募集停止

文化政策学専攻
(博士後期課程)

3 － － － － － － － － － 平成15
平成31年度より学生
募集停止

看護学研究科

看護学専攻
(博士前期課程)

2 8 － 16 － － 0.75 1.00 0.87 － 平成20

看護学専攻
(博士後期課程)

3 3 － 9 － 0.00 0.00 0.33 0.11 － 平成26

健康科学研究科

健康科学専攻
(博士前期課程)

2 12 － 12 － － － 0.83 0.83 － 令和3

健康科学専攻
(博士後期課程)

3 3 － 3 － － － 2.66 2.66 － 令和3

健康科学専攻
(修士課程)

2 － － － － － － － － － 平成28
令和3年度学生募集停
止

大学院全体
2
3

42 － 76 － － － － － － －

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

入学定員超過率

　京都橘大学大学院

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び高等専門学校について

　　　　それぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

開設
年度

既設学部等の名称
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成29年度）

　学生募集にあたって本学
では、教育内容を中心とし
た広報活動の充実を図り、
定員充足に向けた取り組み
を強化している。広報の具
体的な施策としては、通学
課程と同様に、広く周知を
図る手段として、大学案内
パンフレット、新聞や雑誌
等への広告、ホームページ
展開やWebサイト広告などの
メディアを使った広報を展
開している。ホームページ
においては、教育内容の理
解を促進するためのコンテ
ンツや、履修および学習支
援体制についての詳細な説
明内容の強化、スマート
フォンへの対応などの充実
を図っている。

３　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

健康科学部心理学科(通
信教育課程)の定員未充
足の是正に努めるこ
と。

留意事項

　健康科学部心理学科の通
信教育課程は、平成24年度
に通学課程と併せ行うかた
ちで設置した。１年次の入
学定員180人、３年次編入学
定員180人で、収容定員は
1080人である。
　過去４年間の入学者数と
入学定員充足率は、別添の
資料１のとおりである。平
成30年度は95人が入学し、
入学定員充足率は前年度よ
り18.9ポイントアップし、
52.8％であった。入学者数
は、年々増加の傾向をた
どっている。
　また、開設２年目からは
欠員補充のための２年次編
入学試験を実施し、平成30
年度は２人が入学してい
る。また、資料２のとお
り、３年次編入学は平成30
年度には160人が入学し、定
員充足率は88.9％となって
いる。収容定員に対する充
足率は改善の方向に向かっ
ている。
　本年５月１日現在の在籍
者数(資料３)は760人で、収
容定員に対する充足率は
70.4％となっている(それま
での退学者は除外)。

履行済
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　一方、通信教育課程で
あっても、受験希望者に直
接接触して、対面で情報提
供を行うことが重要である
と考えている。そのため、
平成25年度に公益財団法人
私立大学通信教育協会に正
式加盟し、参加者の多い協
会主催の合同説明会に全国
規模で参加している。ま
た、本学独自の説明会にお
いては、本学キャンパスを
会場とする開催だけでな
く、入学志願者の増加をめ
ざし、より交通の便の良い
学外での説明会を実施して
いる。平成29年度は、京都
駅前の会場で４回、大阪駅
前の会場で４回を含め、合
計20回実施し、年々実施回
数を増やしている。
　さらに、心理学科という
学問分野の特性から、看護
職者や保育士・幼稚園教
諭、福祉施設職員などの入
学が多いので、本学の看護
学部や発達教育学部の教員
と連携を図りながら施設訪
問などを行い、周知に努め
ている。加えて、近隣の通
信制や定時制の高校を訪問
している。

　以上のとおり、本学では
定員未充足の是正に向け
て、さまざまな施策を展開
しており、着実に成果が表
れてきている。今後とも、
定員充足に向けた活動を積
極的に展開し、定員充足に
努めていく。

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（平成30年度）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（令和元年度）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（令和2年度）

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。
　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、
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